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新年のごあいさつ 新年のごあいさつ 新年のごあいさつ 
３つの目でまちづくり 

福　崎　町　長　　嶋 田 正 義　 

福崎町議会議長　　松 岡 秀 人　 

挑戦の年に 
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○○○○○○○○ 　新年おめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 
　私は77回目の初日の出を迎えました。真っ赤に燃える太陽に向かって、３つの
目を持ってまちづくりを進めようと誓いました。 
　まずは科学の目を持つことです。私の生涯で２つの神話に裏切られました。 
　小学校４年生の８月15日に日本は戦争に負けました。家でも学校でも、日本は
神の国なので戦争には負けないと教え込まれていましたが、神風はついに吹か
ず、敗戦を迎えたのです。 
　昨年の３月11日に東日本で大地震が発生しました。この地震で福島の原子力発
電所は爆発し、放射能汚染が始まりました。原子力は安全でクリーンで安価と言

われていました。しかし、安全でもクリーンでも安価でもなかったのです。 
　科学の目を持ち慎重に対処していれば、戦争や放射能に　科学の目を持ち慎重に対処していれば、戦争や放射能によるひどい苦しみを味わうことよるひどい苦しみを味わうことはなかったかもはなかったかも
しれません。 
　次はグローバルな目を持つことです。視野を広げて、世　次はグローバルな目を持つことです。視野を広げて、世界の動きもしっかりと見なけれ界の動きもしっかりと見なければなりません。ばなりません。
ＴＰＰも沖縄の基地も、日本の政治も経済も、我が町福崎も、世界の動きと無関係ではありません。 
　３つ目は地産地消の目を持つことです。福崎の山や川を　３つ目は地産地消の目を持つことです。福崎の山や川を再評価し、隣近所の人々を大切再評価し、隣近所の人々を大切にし、福崎にあにし、福崎にあ
る商店や工場にスポットをあて、観光、農業、商工業の振る商店や工場にスポットをあて、観光、農業、商工業の振興を図らなければなりません。興を図らなければなりません。特産品のもちむ特産品のもちむ
ぎ商品を大きく育てなければなりません。 
　５期目に入って、町政にマンネリ化を心配する声も聞こ　５期目に入って、町政にマンネリ化を心配する声も聞こえてきます。そうした声に応ええてきます。そうした声に応えるためにも、３るためにも、３
つの目をしっかりと持ち、議会や町民の皆様の声に耳を傾つの目をしっかりと持ち、議会や町民の皆様の声に耳を傾け、町民全体への奉仕者としてけ、町民全体への奉仕者としての自覚を持っての自覚を持って
行動することが大切だと考えています。 
　ご指導とご協力をお願いいたします。 
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　私は77回目の初日の出を迎えました。真っ赤に燃える太陽に向かって、３つの
目を持ってまちづくりを進めようと誓いました。 
　まずは科学の目を持つことです。私の生涯で２つの神話に裏切られました。 
　小学校４年生の８月15日に日本は戦争に負けました。家でも学校でも、日本は
神の国なので戦争には負けないと教え込まれていましたが、神風はついに吹か
ず、敗戦を迎えたのです。 
　昨年の３月11日に東日本で大地震が発生しました。この地震で福島の原子力発
電所は爆発し、放射能汚染が始まりました。原子力は安全でクリーンで安価と言

われていました。しかし、安全でもクリーンでも安価でもなかったのです。 
　科学の目を持ち慎重に対処していれば、戦争や放射能によるひどい苦しみを味わうことはなかったかも
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　新年あけましておめでとうございます。 
　皆様におかれましては、輝かしい新年を健やかにお迎えのことと、心からお慶
び申し上げます。 
　福崎町議会を代表いたしまして謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 
　昨年を振り返りますと、３月11日に発生いたしました東日本大震災は我が国に
未曾有の被害をもたらしました。震災の発生以降、我々を取り巻く情勢は大きく
変化いたしました。震災は我が国の地域社会がいかに災害にもろく、そして弱い
ものであるかを明らかにしました。自治体における今後の防災対策のあるべき方
向性、地域のあり方など避けてとおることのできない課題が山積しております。 

　このような状況の中、福崎町は町制　このような状況の中、福崎町は町制55周年記念式典が盛会のうちに滞りなく開催することができ周年記念式典が盛会のうちに滞りなく開催することができ、将来
に向け、更に調和のとれた住みよい、豊かなまちづくりをめざして力強く前進しているところであります。 
　福崎町議会といたしましても、皆様の信頼と負託に応え　福崎町議会といたしましても、皆様の信頼と負託に応えるべく、町民一人ひとりを大切るべく、町民一人ひとりを大切にした施策の実にした施策の実
行と、町民の協働のまちづくりを進め、豊かな福崎町づく行と、町民の協働のまちづくりを進め、豊かな福崎町づくりに向かって、なお一層の努力りに向かって、なお一層の努力を重ねてまいるを重ねてまいる
所存でございます。 
　今年の干支は「たつ」でございます。昨年は東日本大震　今年の干支は「たつ」でございます。昨年は東日本大震災に見舞われた上、景気低迷に災に見舞われた上、景気低迷にも苦しんだつらも苦しんだつら
い年でありましたが、辰年にあやかって今年は災いを「断ち」、躍動する龍のように、政策の年、地方自
立に向けての挑戦の年にしたいと思います。私たちの心の立に向けての挑戦の年にしたいと思います。私たちの心の中にいる龍が成長し、希望の龍中にいる龍が成長し、希望の龍が福崎町の空をが福崎町の空を
飛びますようにご祈念申し上げ、新年のあいさつといたします。 
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　皆様におかれましては、輝かしい新年を健やかにお迎えのことと、心からお慶
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　福崎町議会を代表いたしまして謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 
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飛びますようにご祈念申し上げ、新年のあいさつといたします。 
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　県内３１２校の中学校から１０４,５６２編の応募のあっ

た「第３１回全国中学生人権作文コンテスト」兵庫県

大会で、福崎東中学校３年生の岡本智央さんが最優

秀賞を受賞し、１２月１０日に表彰されました。 

　おめでとうございます。 

（社会教育課） 

　平成２３年度兵庫県子ども会育成大会が、１１月２０
日に、たつの市総合文化会館で開催されました。 
　式典において、辻川子ども会が「全国子ども会連
合会会長表彰」を受賞さ
れました。 
　辻川子ども会は、子ど
も会主体の活動に積極的
に取り組まれ、地域と一
体となって行事を運営す
るなど、活力ある
子ども会として賞
を受けられました。 
　今後ますますの
ご活躍を祈念しま
す。 
（社会教育課） 

　１１月１８日、福崎町中央公民館が「第６４回優良公
民館表彰」を受賞しました。 
　この賞は、公民館のうち、特に事業内容・方法等
に工夫をこらし、地域住民の学習活動に大きく貢献
しているものを優良公民館として文部科学大臣が表
彰し、今後の公民館活動の充実・振興に資すること
を目的としています。今年度は全国で６７館（県内１
館）が表彰されました。 
　今後も地域のみな
さんの生涯学習の拠
点として、住民相互
の交流を促し、地域
力向上への役割を果
たしていきます。 

（社会教育課） 

１２月６日「人権のつどい」での発表 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

　今月のボランティア活動予定（１／２０～２／１９）
をお知らせします。ぜひご参加ください。 
みどりのグループ 
　２月１日（水）９：００～　文化センター花壇 
　２月１５日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

●文化センター行事予定（1/20～2/19） 

神崎学園 
日時：１月２６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　２月９日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 

福寿学園 
日時：２月９日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　２月１６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

老人大学一般教養講座（公開講座） 
日時：１月２６日（木）　１３：２０～１５：００ 
演題：「冬の健康」 
講師：東洋医学師　加茂田　喬さん 
＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。 
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日　時　１月２９日（日）１３：００～ 
場　所　エルデホール 
出演グループ（出演順） 
　・・サルビア保育園 
　・・福崎町アルコバレーノ児童合唱団 
　・・姫学保育園 
　・・福崎西中学校合唱部 
　・・兵庫西ＪＡ女性会福崎支部 七種会＆もちの木会 
　・・福崎東中学校合唱部 
　・・福崎高等学校ギター・マンドリン部 
　・・アポロン 
　・・福崎ひるハーモニー 
　・・福崎小ＰＴＡコーラス“玉響” 
　・・童謡・唱歌の学校 
　・・ＫＦＫ典楽会 
　・・合唱団サリマライズ 
　・・ポーコ・ア・ポコ 
　・・福崎高等学校コーラス部・吹奏楽部 
　・・近畿医療福祉大学吹奏楽部 
　入場は無料です。ぜひ、お越しください。 

（文化センター） 

行事予定（１月２１日～２月４日） 

おはなし会 

1月21日（土） 
11：00～ 

おたのしみ会 
2月4日（土） 
14：00～ 

えほんのじかん 
2月1日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

1月28日（土） 
14：00～ 

「スプーンおばさん： 
　べんりな宝もの　他」 

2月2日（木）休館（資料整理日） 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【１月の休館日】１日～３日・５日・１０日・１２日・１９日・２６日 
　【２月の休館日】２日・９日・１２日・１６日・２３日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

★エルデホール催物のご案内★ 

２月18日（土） 

■出演／桂南光・桂こごろう・桂紅雀・

　　　　桂二乗 

■入場料／大人３,０００円　高校生以下１,５００円 

（当日各５００円増）【全席自由】 

☆テレビのバラエティー番組やコメンテ

ーターとしても活躍中の桂南光さんの落

語会です。 

２０１２年、新春の初笑いをエルデホールでお楽しみください。 

2月の催し 

『桂南光独演会』 エルデ寄席 

チケット好評発売中！ ２月11日（土・祝） 

チケット好評発売中！ 

チケット好評発売中！ 

2月の催し 

３月24日（土） 

■出演／兵庫芸術文化センター管弦楽団 

■入場料／大人２,０００円　高校生以下１,０００円 

【全席指定】 

☆エルデホールにオーケストラがやって

きます。対象年齢３歳以上のコンサート

です。 

コンサートの最後は「エーデルワイス」

を客席のみなさんといっしょに演奏する予定です。 

春休みの１日に、家族みんなでお越しください。 

（当コンサートは、兵庫県・兵庫県立芸術文化センター

との共催事業です。） 

3月の催し 

春休みPAC子どものためのオーケストラ・コンサート 

第9回　エルデ社交ダンスパーティー 

ひろう 

■出演／一般の社交ダンス愛好家のみな

さん、日野ダンスアカデミー所属の日

野義将さん、岩永佳織さんによるデモ

ンストレーションもあります！ 

■開演／１３：３０（開場１３：００） 

■入場料／１,０００円（当日２００円増） 

☆メインホールがダンスフロアに大変身！

社交ダンスがお好きな方なら、どなたでもご参加いただ

けます。デモンストレーションを披露していただくプロ

の日野さん・岩永さんペアの華麗なダンスは必見です！

観覧のみの方も毎年多数お越しいただいていますので、

ぜひ、お気軽にお申し込みください♪ 

CDやDVD、ビデオを返却ポストへ入れ 
ると、破損の原因となります。返却の際 
は必ずカウンターへお持ちください。 
CD等が付録についている本も同様です。 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書10冊　　児童書2冊 
「神様の女房」　　　　　　橋誠之助 
「水の柩」　　　　　　　道尾　秀介 
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　コイヘルペスウイルス病のまん延を防止するため、兵庫
県内水面漁場管理委員会から次の指示がありました。ご注
意ください。 
・県内の河川等からコイを持ち出して他の水域に放流する
ことを禁止する。 
・県内の河川等にコイを放流するときは、ＰＣＲ（ポリメ
ラーゼ連鎖反応）検査等により、そのコイがコイヘルペ
スに感染していないことを確認する。 
・コイの生死を問わず、河川等へのコイの投棄を禁止する。 
指示の期間　平成２４年１２月３１日まで 
（注）指示に違反した場合は、漁業法にもとづいて罰せら
　　　れることがあります。 
◎コイヘルペスウイルスは、コイだけに感染するウイルスで、
人体にはまったく影響がありません。　　　　（産業課） 

　緊急雇用創出事業は、国の「緊急雇用創出

特別交付基金」制度を活用して行われるもので、

離職を余儀なくされた方などに対して、町が

直接雇用を行い、次の雇用までの短期の就業・

雇用機会を創出する事業です。 
 

仕事内容　山林などの町有地の立木伐採・除

　　　　却搬出作業など 

募集対象者 

　上記の作業を経験したことがあり、草刈機・

チェーンソー・軽トラック・２ｔダンプなど

の機械を持っている方で、離職を余儀なくさ

れた方・失業中の方など 

採用期間　２月から２～３か月（仕事内容や

　　　　　採用人数により変わります） 

賃　　金　時給１，０００円～１，４００円 

勤務時間　９：００～１６：００の間 

申込期限　１月２０日（金） 

申込方法　役場に備え付けの申込用紙に履歴

　　　　　書を添付して、企画財政課へ提出

　　　　　してください。 

問い合わせ先　企画財政課（内線２３１） 

災害時要援護者の登録を受け付けています 災害時要援護者の登録を受け付けています 

◆支援の内容◆ 
　「災害時要援護者個別支援計画」を作成し、地域支援者等を決
めます。 
　避難情報等が出た時に、地域支援者から教えてもらうことがで
きます。 
　避難が必要な時に、地域支援者に避難場所まで誘導または連れ
て行ってもらえます。 
※災害の状況などによっては、必ず支援を受けられるとは限りま
せん。また、支援する方（地域支援者）が責任を負うものでも
ありません。 
◆対象となる方◆ 
　①一人ぐらし高齢者（６５歳以上）　②高齢者世帯（７０歳以上） 
　③寝たきり高齢者（６５歳以上）　　④認知症高齢者（６５歳以上） 
　⑤身体障害者（児）・知的障害者（児）・精神障害者（児） 
　⑥①～⑤以外で、避難などに地域の方の支援が必要な方 
　※施設や病院等に入所・入院されている方は対象になりません。 

◆登録申請◆ 
　支援を希望する方は、 
役場健康福祉課へ申し出てください。 
　「登録申請書兼個別支援計画」に必要事
項を記入いただきます。 
※記入した情報を地域へ提供することに
　ついて、同意が必要です。 
◆地域への情報の提供◆ 
　提供いただいた情報については、避難
支援のみに使用しますが、町関係各課、
社会福祉協議会、民生委員・児童委員、
地域の支援者及び自治会、自主防災組織
で共有させていただきます。 
 
問い合わせ先　健康福祉課（内線３５１） 

　福崎町では、災害が発生した時やその恐れがある時に、手助けが必要なお年寄り 
や体の不自由な方（災害時要援護者）に対して、災害に関する情報の伝達や避難な 
どの支援を地域の方にお手伝いしていただく取り組みを進めています。 
　地域における災害時の支援を希望する方は登録申請を行ってください。 

商工会青年部長１日警察署長に！ 
　福崎町商工会青年部の後藤優佳部長が、兵庫県で唯一指定さ
れた「現役世代の参加促進を図る環境づくり支援事業実施団体」

の代表として、年末特別警戒活動発隊式
で福崎警察署の１日警察署長を務めました。 
　今後も、福崎警察署と協力し、模範と
なるよう積極的な地域貢献活動を展開し
ていきます。　　　　　（福崎町商工会） 

～災害に備えて～ ～災害に備えて～ 



福崎町 

　
ぼ
く
は
、『
あ
り
が
と
う
は
魔
法

の
言
葉
』と
い
う
本
を
夏
休
み
に
読

ん
だ
。
こ
の
本
は
、
小
学
６
年
生

の
今
の
ぼ
く
に
は
、
す
ご
く
難
し

い
本
だ
と
思
っ
た
。 

　
ぼ
く
が
な
ぜ
こ
の
本
を
読
む
こ

と
に
し
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、

お
兄
ち
ゃ
ん
の
部
屋
の
本
棚
を
じ

っ
と
見
て
い
て
、
表
紙
の『
あ
り
が

と
う
は
魔
法
の
言
葉
』、
そ
う
、「
魔

法
の
言
葉
」
と
い
う
所
に
ひ
か
れ

た
の
だ
。
こ
の
本
の
中
に
は
、
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
は
不
思
議
な

力
が
あ
る
。
「
あ
り
が
と
う
」
は
、

「
快
の
言
葉
」
と
書
か
れ
て
い
た
。 

　
ど
ん
な
時
に
、
「
あ
り
が
と
う
」

っ
て
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
か
考

え
て
み
た
。 

　
友
だ
ち
に
、
い
つ
も
仲
よ
く
し

て
く
れ
て
「
あ
り
が
と
う
」
。 

　
お
母
さ
ん
に
、
ぼ
く
が
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
試
合
の
日
、
朝
早
く
に

お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
て
「
あ
り

が
と
う
」
。 

　
お
父
さ
ん
に
、
い
つ
も
お
そ
く

ま
で
家
族
の
た
め
に
仕
事
を
し
て

く
れ
て
「
あ
り
が
と
う
」
。 

　
お
兄
ち
ゃ
ん
に
、
い
つ
も
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
く
れ
て
「
あ

り
が
と
う
」
。 

　
妹
に
、
い
つ
も
ぼ
く
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
付
き
合
っ
て
く
れ
て
「
あ

り
が
と
う
」
。 

　
ぼ
く
に
は
、
「
あ
り
が
と
う
」
と

思
う
時
が
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。 

　
「
試
し
に
、
今
こ
こ
で
、
『
あ
り

が
と
う
』と
言
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

言
っ
た
し
ゅ
ん
間
か
ら
、
あ
な
た

の
表
情
は
和
や
か
に
、
優
し
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。
」 

と
本
に
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
言

っ
て
み
た
。 

　
少
し
に
ん
ま
り
と
し
た
顔
に
な

っ
た
。
怒
っ
た
顔
で
、
「
あ
り
が

と
う
」
と
は
言
わ
な
い
と
思
う
。 

　
確
か
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ

れ
て
嫌
な
気
分
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
言
わ
れ
て

嬉
し
い
気
持
ち
、
明
る
い
気
持
ち

に
な
る
か
な
。
「
あ
り
が
と
う
」
は
、

人
に
感
謝
す
る
時
に
使
う
言
葉
だ
。

本
当
に
ふ
し
ぎ
な
言
葉
だ
と
思
う
。

「
あ
り
が
と
う
」
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
。

人
の
心
ま
で
優
し
く
し
て
く
れ
る
。

ぼ
く
も
、
だ
れ
に
対
し
て
も
、
素

直
に
「
あ
り
が
と
う
」
が
言
え
る
人

に
な
り
た
い
。 

　
「
人
に
感
謝
す
る
た
び
に
、
『
あ

り
が
と
う
』
貯
金
が
増
え
て
い
く
」

と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
ど
ん
ど
ん
「
あ
り
が
と
う
」
貯
金

を
増
や
し
た
い
。
ぼ
く
は
、
た
く

さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
お
う

と
思
う
。 

　
「
あ
り
が
と
う
」
は
、
本
当
に
い

い
言
葉
で
、
魔
法
の
言
葉
だ
。
ぼ

く
は
、
こ
の
本
の
筆
者
が
伝
え
た

か
っ
た
こ
と
が
少
し
だ
け
わ
か
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
数
年
後
、

ぼ
く
が
成
長
し
た
ら
も
う
一
度
こ

の
本
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
う
。 

     

　
３
月
１１
日
、
東
日
本
大
し
ん
災

が
お
こ
っ
て
か
ら
、
わ
た
し
は
何

度
も
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。

で
も
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
け
で

な
く
、
心
温
ま
る
ニ
ュ
ー
ス
も
見

ま
し
た
。 

　
そ
れ
は
、
被
災
さ
れ
た
人
々
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
応
援
し
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
炊
き
出
し
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
な
ど
、
み
ん

な
方
法
は
ち
が
う
け
ど
、
東
北
の

人
た
ち
を
応
援
し
よ
う
と
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
で
し
た
。 

　
そ
の
な
か
で
も
、
わ

た
し
が
一
番
び
っ
く
り

し
た
の
が
、
小
学
生
が

活
動
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

そ
の
小
学
校
は
、
募
金

だ
け
で
な
く
、
食
べ
物

を
大
切
に
す
る
、
節
水

す
る
な
ど
、
日
頃
の
生

活
で
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
１
か
月
だ
け
と
か
で
は

な
く
、
継
続
し
て
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
小
学
生
で
も

や
る
気
が
あ
れ
ば
で
き
る
ん
だ
な

と
思
う
と
同
時
に
、
わ
た
し
も
が

ん
ば
ら
な
い
と
、
と
思
い
ま
し
た
。 

　
で
も
、
そ
れ
と
反
対
の
、
悲
し

い
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
原
子
力
発
電
所
に
近
い
、

福
島
な
ど
か
ら
転
校
し
て
き
た
子

ど
も
が
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。 

　
み
ん
な
で
東
北
を
応
援
し
よ
う

と
い
う
時
な
の
に
、
そ
ん
な
こ
と

が
起
こ
っ
て
い
る
な
ん
て
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。 

　『
人
は
支
え
合
う
こ
と
も
、
傷
つ

け
合
う
こ
と
も
で
き
る
生
き
物
だ
。
』

こ
ん
な
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
ま
さ
に
こ
れ
だ
と
思

い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
こ
ん
な

時
に
傷
つ
け
合
う
力
ば
か
り
使
う

な
ん
て
、
間
違
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。 

　
今
回
の
こ
と
に
限
ら
ず
、
み
ん

な
支
え
合
う
力
を
使
え
ば
い
い
の

に
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
支
え
合
う
の
は
難
し
い
、
そ
う

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
か

ら
や
ら
な
い
、
で
は
な
く
て
、
自

分
に
で
き
る
精
い
っ
ぱ
い
の
こ
と

を
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
わ

た
し
も
、
自
分
に
で
き
る
精
い
っ

ぱ
い
の
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
の

で
す
。 

「
あ
り
が
と
う
」
は
魔
法
の
言
葉 

福
崎
小
学
校
６
年
　 

山
岸
優
美 

東
日
本
大
し
ん
災
か
ら
考
え
た
こ
と 

田
原
小
学
校
６
年
　 

齋
藤
く
る
み 

福崎東中学校３年 
大西穂乃香 

八千種小学校６年　木村拓己 

背
を
向
け
ず
　
見
つ
め
て
み
よ
う 

　
心
の
声 福

崎
東
中
学
校
３
年
　
　 

藤
本
康
平 

さ
し
の
べ
る
　
君
の
そ
の
手
の 

　
お
も
い
や
り 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　
　 

村
岡
快
人 

「
あ
り
が
と
う
」
そ
の
一
言
に 

　
あ
り
が
と
う 

田
原
小
学
校
６
年
　
　
　 

三
村
　
捺 

６ 



７ 

ギ
フ
ト
券
の
有
効
期
限
 

〔
相
談
〕 

　
退
職
の
お
祝
い
に
と
花
屋
の
ギ

フ
ト
券
を
１
万
円
分
も
ら
っ
た
。 

　
１
年
後
に
使
お
う
と
思
っ
た
ら
、

有
効
期
限
が
あ
り
、
３
か
月
ほ
ど

過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
期
限
切

れ
の
券
は
使
え
な
い
の
か
。 

　
ま
た
、
１
年
未
満
の
有
効
期
限

に
問
題
は
な
い
の
か
。 

（
５０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
ギ
フ
ト
券
の
発
行
元
に
問
い
合

わ
せ
る
と
、
「
ギ
フ
ト
券
を
取
り

扱
っ
て
い
る
花
屋
に
は
、
３
年
以

上
の
有
効
期
限
の
あ
る
も
の
を
販

売
す
る
よ
う
に
と
指
導
し
て
い
る
。

購
入
先
が
わ
か
れ
ば
指
導
す
る
。
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
相
談
者
に
と

っ
て
は
頂
き
物
で
し
た
が
、
何
と

か
購
入
店
を
調
べ
て
も
ら
い
ま
し

た
。 

　
セ
ン
タ
ー
が
交
渉
し
、
有
効
な

ギ
フ
ト
券
と
交
換
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
今
回
の
相
談
の
ギ
フ
ト
券

や
デ
パ
ー
ト
の
商
品
券
、
結

婚
式
の
引
き
出
物
と
し
て
利

用
す
る
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
券

な
ど
は
、
「
資
金
決
済
に
関

す
る
法
律
」
で
規
制
さ
れ
て

い
ま
す
。
法
律
で
は
有
効
期

限
に
つ
い
て
の
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
有
効
期
限
が
設
定
さ
れ
て

い
る
ギ
フ
ト
券
な
ど
は
、
期
限
内

に
使
用
し
な
い
と
使
え
な
く
な
る

の
が
通
常
の
よ
う
で
す
。 

　
し
か
し
、
発
行
元
の
厚
意
に
よ

り
、
有
効
な
券
と
交
換
や
払
い
戻

し
可
能
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
廃

棄
す
る
前
に
一
度
問
い
合
わ
せ
て

み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
商
品
券
や
ギ
フ
ト
券
の

利
用
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
有
効
期
限
内

で
あ
っ
て
も
使
え
な
く
な
る
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
廃
止
さ
れ
る

場
合
は
、
利
用
で
き
る
お
店
な
ど

の
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
に
掲
示

さ
れ
ま
す
。 

　
そ
の
他
に
、
次
の
と
こ
ろ
か
ら

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
使
え
な
く
な
る
商
品
券
や

ギ
フ
ト
券
な
ど
の
ご
確
認
を
！
」 

○
金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
商
品

券
（
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
）
の

払
い
戻
し
に
つ
い
て
」 

○
消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
「
手
元
に
あ
る
商
品
券
な
ど
は
、

な
る
べ
く
早
く
使
う
」
こ
と
を
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。 

      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

消
費
生
活
の
相
談
や
問 

い
合
わ
せ
、
苦
情
は
、 

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

生活科学 
センター 
だより 

　福崎町特産もちむぎ商品を

活用した献立を作ります。 
 

日　時　１月２５日（水） 

　　　　９：３０～１２：３０ 

場　所　生活科学センター 

講　師　もちむぎ生産組合員 

材料費　実費 

募集人数　２０人 

申込締切 

　１月２０日（金） 

申込先 

　生活科学センター 

　　２２－４９７７ 

１日教室 
くらしのゼミナール 

１日教室 
くらしのゼミナール 

１日教室 
くらしのゼミナール 

ハ
イ
！ 

神
崎
郡
消
費
生
活 

中
核
セ
ン
タ
ー 

相
談
員
で
す 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　福崎町では、食育推進計画にもとづき、学校での教
育活動を通して、生産者との交流、地元農産物への理
解を深めるとともに、地産地消の推進と食育の普及啓
発活動を行っています。 
　その一環として、昨年１２月１６日に福崎西中学校で、

マラソン大会の後、
生徒たちに福崎町
特産のもちむぎ粉
を使った「すいと
ん」がふるまわれ
ました。 
　当日は、PTAの

役員が、もちむぎ生産組合のみなさんの協力を得て、
昔なつかしいすいとんを調理しました。すいとんの具
には、町の学校給食に使用されている（株）八千種営農
が生産した大根、人参、里芋などをふんだんに使用し
ました。 
　約３００人の生徒たちは、５００食を完食し、「すいとん
はもちもちしておいしかった。」「もちむぎ粉のこんな
食べ方があるなんて知らなかった。」「中学校の近くで
もち麦がつくられていることがわかってよかった。」「野
菜がたくさん食べられて元気になった。」など、それ
ぞれに地域の食材、地域の農業への関心が深まったよ
うです。 
　このような取り組みを通して、伝統的な食文化や郷
土料理、地域の食材に興味や理解が深まるとともに、
食の安全安心への関心がより一層深まることを願って
います。  
＊すいとん（水団）は、粉の生地を手でちぎる、手で丸める
などの方法で小さい塊に加工し、汁で煮込んだ日本の郷土
料理 

ＰＴＡ・生産者の取り組み 
｢もちむぎ粉のすいとん｣ 



　所得税法や地方税法では、所得申告する本

人または扶養親族等が障害者に該当する場合、

『障害者控除』として一定金額を所得から控

除することができます。 

　この障害者控除の対象となる人は、一般的

には、身体障害者手帳や精神障害者保健福祉

手帳の交付を受けている人ですが、手帳を持

っていなくても「年齢が満６５歳以上の人で、

精神又は身体に障害があり、その障害の程度

が前記の人に準ずるものとして市町村長の認

定を受けている人」も、障害者控除を受ける

ことができます。 

　この判定は、介護保険の要介護度や訪問調

査等でお聞きした内容をもとに行います。 

　（要介護認定を受けているからといって、

必ずしも障害者控除の対象になるとは限りま

せん。） 

　確定申告に必要と思われる方は、事前に役

場健康福祉課介護保険係に申請してください。

認定された方には、後日、認定書を交付しま

すので、確定申告時に提出してください。 

　確定申告時に障害者控除対象者認定書を提

出しないと障害者控除は認められません。 

問い合わせ先 

　健康福祉課　介護保険係（内線３５３・３５４） 

　経済センサスは全国すべての企業・

事業所が調査の対象です。 

　１月下旬から、事業所等に調査員が

伺い、調査票を配布、回収します。 

　調査員は「調査員証」を必ず携行し

ています。 

　どうぞご協力ください。 

総務省・経済産業省 

問い合わせ先 

　企画財政課 

　企画係 

　（内線２３２） 

　内部障害や難病など配慮の必要なことが外見からわかりにく
い人がいます。 
　「譲りあい感謝マーク」は、そうした方々が外出する際に身
につけることにより、バスや電車での座席の譲りあいをはじめ、
周囲の人々が配慮を示しやすくするなど、障害や難病を抱える方々
の社会参加を応援し、みんなに優しい環境づくりを進めていこ
うというものです。 
　このたび、このマークを使用したピンバッジ及びキーホルダ
ーを有償で配布します。 

配布対象者 
　身体障害者手帳所持者または特定
疾患医療受給者証所持者及び兵庫県
難病団体連絡協議会加盟団体の会員 
取り扱い・問い合わせ先 
　福崎町身体障害者福祉会 
　（福崎町社会福祉協議会内） 
　　２３－０３００　FAX２３－０３２２ 

　介護保険では、サービスを 
受けられた場合、１割を本人 
負担で、９割を介護保険料と 
国・県・町でまかなっていま 
す。 
　この９割分（介護給付費）に 
ついて最近の状況を報告しま 
す。 
 
●介護保険給付費年間支払状況 
 

 
　平成２２年度までは、１か月で９０,０００,０００円を超える月
は少なかったのですが、今年度に入り、給付費は大きく
増加しています。 
　大きな要因としては、訪問介護（ヘルパー）、通所介護（デ
イサービス）などの利用者が増えたためです。 
　介護保険料の見直しを今年度中に行うこととなっており、
事業計画を現在策定中ですが、このままでいくと保険料
に大きく影響がでそうです。 
　保険料については、決まり次第、広報でお知らせします。 
 
●平成２３年度の給付費支払状況（４～１０月） 
 
 
 

 
問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係（内線３５３） 

要介護認定者の障害者控除 
対象者認定書交付のお知らせ 

介護保険からのお知らせ 

介護保険給付費について 

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 
９３５,７６５,７０６,０００円 

４月 ５月 ６月 

８月 ９月 １０月 
１００,０７３,１２６円 

７月 
９４,６７３,６２６円 ９５,１２３,９４８円 ９９,８８５,６６１円 

９８,９４９,３９６円 ９６,８３５,２５９円 

９７,４６８,７２１円 

１,０２０,１０７,１１５,０００円 １,０５２,４５３,０４６,０００円 

公費（国） 
２５.０％ 

公費（県） 
１２.５％ 

公費　 
（福崎町） 
１２.５％ 

４０～６４歳の方 
の負担分　 
３０.０％ 

６５歳以上の 
方の負担分 
２０.０％ 

平成24年経済センサス 
活動調査にご協力を 

「譲りあい感謝マーク」を配布します 
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ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 

１月１２日（木）・２月９日（木）　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体

遊びなどを楽しみます。 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 

２月２日（木）　文化センター　２階　和室 

　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターなど

親子でいっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

「あそびのひろば」 

子育て学習センター 
（ともだちひろば） 

福崎町福田176－1（文化センター2階） 

　22－7830　Fax22－2561
な　や　み ゼロ 

〈開設日時〉 
　火・水・木・金曜日　９：００～１５：００ 
　　　　　第４土曜日　９：００～１２：００ 
〈個別相談〉　毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
　１月１７日（火） 
　相談員：木村才子さん 

（祝日を除く） 

子育て支援に関することは Eメール ko-shien＠town.fukusaki.hyogo.jp

子育て支援センター 
（おひさまらんど） 

福崎町福崎新448－3（福崎幼児園内） 
　22－2308　Fax22－2313

〈開設日時〉 
　月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ 
　　　　　土曜日　８：３０～１２：３０ 
〈個別相談〉　毎月第１火曜日　１０：００～１４：００ 
　１月１０日（火）・２月７日（火） ※１月に限り第２火曜日 
　相談員：井手晴子さん 

（祝日を除く） 

日　時　１月２５日（水）１０：３０～１１：３０ 

　　　　（受付１０：１５～） 

場　所　エルデホール　メインホール 

出　演　NPO法人　音楽の家 

　　　　　松浦律夫さん　他 

　まっしろなわたしのワンピースがいろん

な模様に変わっていく楽しいお話です。 

　美しい絵と語り、楽器の生演奏で、一味

違う読み聞かせの世界が広がります。 

　その他、ピアノ、バイオリン、フルート、

オカリナの演奏を聴いたり、皆で歌も歌い

ます。 

　楽器が奏でる美しい音色は、聴く人のこ

ころとからだを優しく包み込み、おだやか

な気持ちにしてくれますね。そんな温かい

コンサートを親子で楽しみましょう。 

～子育て学習講座～ 
絵本の読み聞かせに生演奏 
「わたしのワンピース」 

　子どもの体は目に見えて成長していますが、子どもの
心は見えていますか？ 
　お子さんといっしょに遊びながらおしゃべりしませんか？ 
日　時　１月２４日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　子育て支援センター 
テーマ　「心と体の発達を考えてみよう！」 
　　　　※個別相談員、スタッフもごいっしょします。 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
申込方法　子育て支援センターへ 
定　員　１５組 

　おひさまらんどでお子さんと遊びながら、小さなお友だちにぴった
りの牛乳パックの椅子をいっしょに作りませんか？ 
日　時　２月２２日（水） 
　　　　２月２３日（木）　１０：００～１１：３０ 
　　　　２月２４日（金） 
場　所　子育て支援センター 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
用意するもの　牛乳パック１０００ml　９本 
　　　　　　　　　　　　５００ml　　３本 
　　　　　　　　　　　　（※５００mlがない場合は１０００ml　１２本） 
　　　　　　　布地1ｍ 
申込方法　子育て支援センターへ 
定　員　各日とも６組 

　昔から伝わるふれあいいっぱいのわらべうた遊びをお孫さんといっ
しょに楽しみませんか？ 
日　時　２月１４日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　文化センター　小ホール 
テーマ　「わらべうたで遊ぼう！」 
対　象　就学前の子どもとおじいちゃんおばあちゃん 
申込方法　子育て支援センターへ 
定　員　１５組 
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農業委員会

農業委員会 
だより 

　農業委員会は、「地域の農地と担い手を守り活かす運動」のもと、期

間を定め「農地パトロール」を集中的に実施しています。 

　「農地パトロール」は、遊休農地の実態把握と発生防止・解消対策及び

農地の違反転用発生防止対策などについて重点的に取り組むことを目的

としています。全国統一の「農地パトロール月間」は８月～１１月に設定

されています。当農業委員会では地域ごとの５班に分かれ、１１月１５・１６日に実施しました。 

　農地法にもとづいて行う利用状況調査は、農業委員会が管内の全て

の農地の利用状況について調査し、調査結果として、農地法第３０条第

３項にもとづく次のいずれかに該当する農地については、その所有者

等に対し、農業上の利用の増進を図るため必要な指導を行うほか、通知、

勧告といった手続きを一貫して実施することとなっています。 

①１年以上にわたり農作物の作付けが行われておらず、かつ、今後も

農地所有者等の農地の維持管理（草刈り・耕起等）状態や農業経営に

関する意向等からみて、農作物の栽培が行われる見込みがない農地 

②農作物の栽培は行われるが、周辺の同種の農地において

通常行われる栽培方法と比較して、その程度が著しく劣

っている農地 

　今回実施した「農地パトロール」の結果については、パ

トロール内容検討会を開催し、各委員が確認した報告書を

事務局が取りまとめ、遊休耕地一覧表（耕作放棄地面積約

１１ha・１４０筆）を作成し、所有者に対して耕作に向けての

維持管理通知を行い、改善の指導をお願いしました。 
 

問い合わせ先　福崎町農業委員会（産業課内・内線３９４） 

農地パトロールを実施しました 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所

得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病

気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残

っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を

支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人

生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー

ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。 

　
ま
た
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
運
営
し
て
い
る
た
め
、
支

給
さ
れ
る
年
金
の
半
分
の
額

が
国
の
税
金
か
ら
負
担
さ
れ

る
な
ど
、
と
て
も
有
利
で
安

心
な
制
度
で
す
。 

義
務
と
権
利 

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の

２０
歳
か
ら
６０
歳
に
な
る
ま
で

の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金

を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。 

加
入
手
続
き
が
必
要
な
人 

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
、

２０
歳
に
な
っ
て
第
１
号
被
保

険
者
と
な
る
方
（
フ
リ
ー
タ

ー
や
無
職
の
方
も
含
む
）
は
、

役
場
住
民
生
活
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員

（
第
２
号
被
保
険
者
）
や
、

そ
の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
る
配
偶
者
（
第
３
号

被
保
険
者
）
は
、
勤
務
先
の

事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行

う
た
め
、
個
別
の
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

保
険
料
は
月
額
１
万
５
０
２
０
円 

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

の
平
成
２３
年
度
の
保
険
料
額
は
月

額
１
万
５
０
２
０
円
で
す
。 

　
学
生
や
フ
リ
ー
タ
ー
で
、
収
入

が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
を
す
る
と
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
国

民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
低

く
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
「
万
が
一
」
の
と
き

に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な

ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
。 

保
険
料
が
猶
予
・
免
除
さ
れ
る
制

度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う 

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

所
得
が
な
い
学
生
本
人
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。 

　
学
生
以
外
の
一
般
の
自
営
業
者

の
方
な
ど
は
、
経
済
的
な
理
由
等

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
を
利
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

○
姫
路
年
金
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

○
住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
４
） 
20歳になったら国民年金に加入しましょう 
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文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。 

　
１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
２
月
１４
日
（
火
） 

　
　
３
月
１３
日
（
火
） 

　
　
４
月
１７
日
（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
４
月
中
の
利
用

は
２
月
２
日
か
ら
の
予
約
と
な
り

ま
す
。
） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以

外
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

巡
回
バ
ス
「
動
く
画
廊
」
の

お
知
ら
せ 

  

巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
の

絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
２
月
５
日
（
日
）
か
ら
２
月
１８

日
（
土
）
ま
で
は
、
高
岡
保
育
所

で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

 

猫
の
引
取
日
の
お
知
ら
せ 

　
兵
庫
県
で
は
、
毎
月
１
回
、
猫

の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

猫
の
引
取
日 

　
１
月
３１
日（
火
） 

　
２
月
２８
日（
火
） 

　
３
月
２９
日（
木
） 

引
取
方
法 

  

猫
の
引
取
日
の
朝
８
時
３０
分
か

ら
１０
時
ま
で
に
、
役
場
住
民
生
活

課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

料
金 

　
飼
い
猫
の
引
き
取
り
に
は
、
料

金
が
か
か
り
ま
す
。 

・
成
猫
１
匹
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

・
子
猫
１０
匹
ま
で
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

※
猫
の
捕
獲
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

（
住
民
生
活
課
） 

  

障
害
者
訓
練
生
募
集 

　
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学

院
で
は
、
平
成
２４
年
度
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
対
象
者
　
身
体
障
害
者 

※
応
募
に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。 

入
校
時
期  

平
成
２４
年
４
月 

選
考
日
　 

２
月
２３
日（
木
） 

受
付
期
間
　
２
月
１５
日（
水
）ま
で 

問
い
合
わ
せ
先 

　
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院 

　
　
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０ 

  

公
民
館
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
福
崎
町
公
民
館
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
で
は
、
平
成
２４
年
度
公
民
館

ク
ラ
ブ
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
サ
ー
ク
ル
も
公
民
館

グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
申
し
込
み
は
、
１
月
１７
日（
火
）

か
ら
２
月
７
日
（
火
）
ま
で
で
す
。 

※
申
込
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
次
回

の
受
付
は
平
成
２５
年
度
に
な
り

ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

文
化
セ
ン
タ
ー 

　
２２
・
３
７
５
５ 

  

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催 

　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
「
地
域
に
お
け
る
若

者
自
立
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

モ
デ
ル
事
業
」
の
一
環
で
、
厚
生

労
働
省
か
ら
委
託
を
受
け
た
特
定

非
営
利
活
動
法
人
コ
ム
サ
ロ
ン
２１

が
運
営
を
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い

る
若
者
を
対
象
に
、
出
張
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
１
月
２６
日（
木
） 

　
１３
時
３０
分
〜
、
１４
時
３０
分
〜
、 

　
１５
時
３０
分
〜 

　
（
各
１
人
・
予
約
制
） 

会
場
　
神
河
町
中
央
公
民
館
　
会

議
室
（
神
河
町
役
場
南
） 

内
容
　
「
働
く
自
信
が
な
い
」
な

ど
の
心
の
問
題
を
抱
え
る
１５
歳

か
ら
概
ね
３９
歳
ま
で
の
若
者
や

そ
の
保
護
者
か
ら
の
相
談 

就
労
し
よ
う
と
す
る
若
者
に
対

し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る

相
談
な
ど 

締
切
　
１
月
１９
日（
木
）ま
で 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町
・

市
川
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
神
河
町
役
場
　
住
民
生
活
課 

　
（
　
３４
・
０
９
６
２
） 

　
「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
１１
月
分
） 

寄
附
者
　
辻
　
幸
二
様（
西
宮
市
） 

　
　
　
　
３０
万
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

お知らせ 

information

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を 
受けていますのでご利用ください。 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 
　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 
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１１ 

お
お
む 



県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校 

平
成
２４
年
度
生
募
集 

募
集
コ
ー
ス 

・
住
宅
系
専
科
（
住
宅
設
備
コ
ー

ス
・
木
造
建
築
コ
ー
ス
） 

・
金
属
系
専
科
（
溶
接
コ
ー
ス
・

金
属
塗
装
コ
ー
ス
） 

・
機
械
系
専
科
（
機
械
加
工
コ
ー

ス
・
機
械
製
図
・
工
作
コ
ー
ス
） 

応
募
資
格 

　
高
校
等
新
卒
者
・
１８
歳
以
上
の

求
職
者
（
機
械
製
図
・
工
作
コ
ー

ス
は
４０
歳
未
満
の
求
職
者
） 

訓
練
期
間 

　
平
成
２４
年
４
月
〜
平
成
２５
年
３
月 

授
業
料
　
無
料
（
諸
経
費
　
自
己

負
担
２
〜
８
万
円
） 

選
考
日
　
２
月
２９
日（
水
） 

試
験
内
容
　
面
接
・
学
科
６０
分 

　（
数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ
） 

問
い
合
わ
せ
先 

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校
募
集

担
当 

　
　
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
７
７ 

  

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス 

「
放
送
大
学
」
学
生
募
集 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
大
学
で
す
。
こ
の
た
び
、
平
成

２４
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
募
集
を
行
い
ま
す
。
大
学

や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
１
科
目

か
ら
気
軽
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
こ
の
機
会
に
放
送
大
学
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

出
願
受
付
期
間 

　
２
月
２９
日（
水
）ま
で 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
内
） 

　
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

昔
の
遊
び
に
挑
戦
！ 

コ
マ
回
し
大
会
・
羽
根
つ
き

教
室
参
加
者
募
集
!! 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
「
昔
の
遊

び
に
挑
戦
！
」
と
題
し
て
、
コ
マ

回
し
大
会
と
羽
根
つ
き
教
室
を
開

催
し
ま
す
。 

　
近
ご
ろ
目
に
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
コ
マ
回
し
と
羽
根
つ
き
。

昔
の
遊
び
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
！ 

　
ま
た
、
親
子
で
楽
し
め
る
「
親

子
の
部
」
も
あ
り
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
い
っ
し
ょ
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
！ 

日
時
　
１
月
２８
日（
土
） 

　
　
　
９
時
３０
分
ス
タ
ー
ト 

場
所
　
第
１
体
育
館
　
球
技
室 

部
門 

○
コ
マ
回
し
大
会 

・
タ
イ
ム
レ
ー
ス
（
親
子
の
部
・ 

　
子
ど
も
男
子
の
部
・
女
子
の
部
） 

・
け
ん
か
ゴ
マ 

○
羽
根
つ
き
教
室 

参
加
資
格
　
町
内
小
学
生
と
そ
の

保
護
者 

参
加
費
　
１
０
０
円 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
１

月
２２
日
（
日
）
ま
で
に
直
接
第

１
体
育
館
へ
。（
月
曜
日
休
館
） 

そ
の
他
　
コ
マ
は
予
備
を
用
意
し

て
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
羽
子
板
は
用
意

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
第
１
体

育
館
（
　
２２
・
１
１
５
３
）
へ
。 
      

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
合
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
１１
月
１３
日
、
秋
空
の
も
と
、
福

崎
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
及
び
の
ん

び
り
広
場
（
芝
生
広
場
）
で
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
合
主
催
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
町
内
４
つ
の
ク
ラ
ブ
会
員
の
親

睦
と
３
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が

図
ら
れ
た
大
変
充
実
し
た
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
大
会
の
後
に
豪
華

賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、

お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
牛
尾
ふ
み
子 

　（
田
原
Ｓ
Ｃ
） 

準
優
勝
　
埴
岡
英
代 

　（
八
千
種
Ｓ
Ｃ
） 

第
３
位
　
後
藤
和
子 

　（
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｕ
Ｓ
） 
                            

合
氣
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
１０
月
３０
日
、
第
２４
回
香
寺
合
氣

道
演
武
大
会
兼
香
寺
町
合
氣
道
協

会
創
立
３０
周
年
記
念
会
が
、
香
寺

町
総
合
公
園
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
全
６
部
門
に
参
加
し
、
団
体
の

部
で
１３
年
ぶ
り
の
優
勝
を
遂
げ
ま

し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
初
級
の
部
】 

優
秀
賞
　
藤
後
秀
輔
（
６
歳
） 

【
下
級
の
部
】 

第
２
位
　
筧
　
迅
（
小
３
） 

　
　
　
　
谷
岡
昴
空
（
小
２
） 

【
有
段
の
部
】 

第
４
位
　
谷
岡
め
ぐ
み
（
一
般
） 

　
　
　
　
柴
田
夕
理
子
（
高
２
） 

【
親
子
の
部
】 

第
２
位
　
羽
室
研
二 

　
　
　
　
羽
室
美
彩
妃
（
小
４
） 

第
３
位
　
谷
岡
め
ぐ
み 

　
　
　
　
谷
岡
千
夏
（
小
４
） 

【
団
体
の
部
】 

優
　
勝
　
福
崎
町
合
氣
道
協
会 

　
合
氣
道
協
会
は
、
毎
週
土
曜
日

１５
時
か
ら
第
１
体
育
館
で
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
！

（
事
務
局
・
羽
室
　
　
２０
・
０
０

１
２
） 

ス
ポ
ー
ツ 

入賞のみなさん 

１２ 

：
 



冬
帽
子
深
く
被
る
児
大
き
な
瞳 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
八
十
路
過
ぎ
少
し
派
手
目
の
冬
帽

子
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

童
顔
の
友
に
似
合
い
の
冬
帽
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

白
髪
に
似
合
う
優
雅
な
冬
帽
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

捨
て
難
き
父
の
残
せ
し
冬
帽
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

旅
宿
の
紅
葉
散
り
込
む
露
天
風
呂 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

お
と
な
し
き
犬
小
屋
の
ま
え
散
紅 

葉
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

垣
根
な
き
山
家
の
庭
に
散
紅
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

炬
燵
し
て
親
し
き
友
を
招
き
た
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

傘
寿
祝
い
姉
妹
集
え
る
小
春
の
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

過
疎
里
に
凩
一
号
吹
く
日
暮
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

凩
吹
く
ネ
オ
ン
点
滅
夜
の
街 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

凩
や
供
華
の
吹
き
飛
ぶ
水
子
墓 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
翠
女 

 

木
枯
し
や
身
を
細
め
啼
く
夕
鴉 

　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
　
幸
代 

 

高
枝
の
夕
陽
に
映
え
る
木
守
柿 

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

 

バ
ケ
ツ
に
盛
り
売
る
朝
市
の
富
有 

柿
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
繁
女 

 

神
の
留
守
た
ま
に
引
く
籤
凶
と
出

る
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

国
道
沿
い
の
ラ
ー
メ
ン
店
は
閉
ざ
さ
れ
て
「
テ
ナ
ン

ト
募
集
」
風
に
捲
れ
る
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

山
す
そ
に
あ
け
び
が
五
本
バ
ナ
ナ
程
の
ひ
と
房
に
成

り
て
口
を
開
け
て
お
り
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

か
ぎ
り
な
き
世
情
の
不
隠
さ
り
な
が
ら
無
償
の
め
ぐ

み
よ
秋
の
遍
照
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 
 

初
し
ぐ
れ
日
照
雨
と
な
り
て
通
り
過
ぐ
楚
々
と
し
て

咲
く
野
地
菊
の
は
な
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

秋
の
風
金
木
犀
の
香
り
の
せ
自
転
車
こ
ぐ
背
に
い
さ

さ
か
ま
と
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

 

往
く
年
を
存
え
歌
を
作
ら
ん
と
思
え
ど
夢
の
は
か
な

く
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

棒
端
に
閂
な
ど
の
肩
合
わ
せ
屋
台
の
重
さ
は
聞
く
も

語
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

実
り
見
る
日
迄
は
如
何
に
と
植
え
し
柿
た
わ
わ
に
色

づ
き
吾
つ
つ
が
な
し
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

亡
き
友
の
好
み
た
る
歌
「
早
春
賦
」
こ
の
日
ご
ろ
わ

れ
の
口
遊
む
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

稲
刈
り
の
終
れ
ど
思
は
ぬ
不
作
な
り
た
ぎ
る
思
い
を

胸
に
し
づ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

こ
こ
ろ
よ
き
鋏
の
音
に
う
と
う
と
と
こ
の
老
い
の
身

を
任
す
ひ
と
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

そ
　
ば
　
え 

な
が
ら か

ぶ 

め 

つ
ど 

く
　
げ 

く
じ 

き
も
り
が
き 

そ
　
そ 

俳

句

会 

短

歌

会 
　
三
木
家
保
存
修
理
工
事
の
進
捗

状
況
で
す
が
、
前
回
掲
載
し
た
仮

設
工
事
も
終
わ
り
、
現
在
は
屋
根

工
事
、
左
官
工
事
へ
と
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
屋
根
工
事
で
は
、
瓦
を
一
枚
一

枚
て
い
ね
い
に
取
り
外
し
て
い
き

な
が
ら
、
瓦
の
種
類
や
破
損
状
況

等
を
調
べ
ま
す
。
瓦
に
は
作
ら
れ

た
日
や
作
者
の
名
前
が
残
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
作
製

年
月
日
は
、
今
後
復
元
工
事
を
進

め
て
い
く
な
か
で
重
要
な
要
素
と

な
り
ま
す
。 

　
今
の
と
こ
ろ
、
瓦
の
下
に
あ
る

屋
根
土
の
種
類
が
東
側
と
西
側
で

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
、
建
物
の

変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
修
理
工
事
現
場
見
学
会 

　
今
年
度
行
っ
て
き
た
工
事
の
成

果
を
見
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
修

理
工
事
現
場
の
見
学
会
を
１２
月
１０

日
に
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
寒

さ
が
厳
し
い
な
か
、
１
７
４
人
の

参
加
者
が
あ
り
、
現
在
の
三
木
家

の
姿
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
後
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
こ

と
を
み
な
さ
ん
に
報
告
で
き
る
よ

う
に
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

第78話 

県
指
定
文
化
財
　
　
　
　
　 

三
木
家
住
宅
主
屋
保
存
修
理 

工
事
③
（
屋
根
工
事
）
　
　 

見学会のようす 瓦を取り外した状態の屋根 

１３ 



No.285
今年も「しあわせ（福）　ほがらか（朗）　福崎町」をめざし 
　　みんなで声かけあって　健康づくりに取り組みましょう 

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

◎就学前１年幼児・小学６年生・中学１年生・高校３年生に相当する年齢の方 

　平成２４年３月末までに法律にもとづく次の予防接種

を受けていただくことになっています。 

　まだ受けていない方は、早めに町内指定医療機関で

受けましょう。 

　接種の際は、希望する指定医療機関へ電話予約し、

昨年４月に送付している予診票と、母子健康手帳を持

参してください。 

　保護者同伴が原則ですが、中学１年生、高校３年生

に限り、同意書があればひとりで受診し、接種できま

す。 

　なお、転入や紛失等により予診票・同意書がない方、

病気等の理由により町内指定医療機関で接種できない

方は、保健センターへお越しください。 

 

　　　　予防接種の種類　　　　　　対象者 

●二種（ジフテリア・破傷風）混合 → 小学６年生 

●ＭＲ（麻しん風しん混合）Ⅱ期 → 就学前１年幼児 

（平成２４年度　就学児） 

●ＭＲ（麻しん風しん混合）Ⅲ期 → 中学１年生 

●ＭＲ（麻しん風しん混合）Ⅳ期 → 高校３年生 

◎平成７年６月１日～平成１９年４月１日生まれの方 

　平成１７年度から日本脳炎予防接種の接種勧奨を差し

控えていましたが、接種期間枠が拡大されたことによ

り、接種勧奨を昨年から再開しています。 

　母子健康手帳で接種状況を確認し、未接種分の予防

接種を受けてください。受け方（接種間隔）のわから

ない方は保健センターにお問い合わせください。（内

線３６０～３６３）。 

　また、予診票のない方は保健センターへお越しくだ

さい。 

対象者　２０歳以上の方ならどなたでも 

費　用　無料 

場　所　保健センター 

日　時　１月３１日（火）・２月１日（水） 

　　　　９：００～１１：３０　１３：００～１６：００ 

　　　　※素足で測定します。 

申　込　１２月に各戸配布している申込書を 

　　　　保健センターへ提出してください。 

　　　　電話・FAXでも受け付けます。 

　　　　（内線３６０～３６３・FAX２２－７５６６） 

＊人数把握のため申込を受け付けますが、改めての

通知はしません。 

　実施時間内に随時おこしください。 

★差し控えによる日本脳炎未接種者の受け方（4回接種の場合） 

特例対象者：平成７年６月１日～ 
　　　　　　平成１９年４月１日に生まれた方 

改正点 追加 

4歳から20歳未満の間に、4回の接種のうち 
不足分を接種できる（ただし、4回目は9歳以上の方） 

4回の接種のうち残りを、6日以上の間隔をおいて接種 
（ただし4回目は9歳以上の方） 

6～28日間隔 おおむね1年 6日以上 

接種が 
不十分の方 

全く接種を 
受けていない方 

（ただし4回目は9歳以上の方） 

１４ 

あなたの身体の体内成分バランスチェック！ あなたの身体の体内成分バランスチェック！ あなたの身体の体内成分バランスチェック！ 
体成分測定機器による 

生活習慣病・介護予防など　健康づくりにお役立てください 



保健センターだより 

　「認知症になっても、住み慣れたこの家でくら
し続けたい。」と願う人は少なくありません。 
　しかし、認知症高齢者を介護する家族の負担は
非常に大きいものです。 
　現在、福崎町の高齢化率は２３.２％、ほぼ４人に
一人が高齢者です。 
　介護問題は、決して他人事ではありません…。 
　認知症の方やその家族を支える「やすらぎ支援員」
として活動したいとお考えの方、認知症について
学びたいという方も、ぜひ講座にご参加ください。 
　講座は下記のとおり行います。４日間のうちご
希望の日に受講してください。 　認知症高齢者のご自宅を訪問し、家族に代わ

って見守りを行ったり、話し相手となる方です。 
　体に触れるなどの直接の介護や、調理などの
家事支援は行いません。 
　支援員になるには、養成講座を受講し、認知
症に関する知識や対応の仕方を学んだ後、支援
員登録を行う必要があります。 
　実際の活動は、役場アルバイト職員として登
録の後、希望された高齢者宅へ訪問していただ
きます。 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２３.１月生まれの児 

H２３.１０月生まれの児 

Ｈ２３.９月生まれの児 

Ｈ２３.３月生まれの児 

H２２.５・６月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

１/１０（火） 

月～金 

１/１０（火） 
 

１/１０（火） 

１/２５（水） 

１/１７（火） 

１/２５（水） 

１/１８（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター1月定例行事予定 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種を受けましょう。 
　三種混合（ＤＰＴ）、日本脳炎を受ける際は、接種間隔に気を
つけましょう。 
＊麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は、中学１年生・高校３年
生の方を対象に行っています。体調の良い時に、早めに接種し
てください。 

　体が元気でも心の元気がなくなると、バランス
が崩れ全体的な健康度が下がります。 
　近年、うつ病など、心の病が増加していますが、
適切なケアを受けたり、病にいたるまでのさまざ
まな状況等の問題解決に取り組むことで、心の健
康を支えることができる場合があります。あなた
の周囲の方に、もし異変や不調が見られたら、「気
づいたとき」に、本人にあなたが心配している気
持ちを伝えてください。そういう「気づき」と「声
かけ」をきっかけに、その人を支えていくことが
できれば、誰もが生き生きと、より良く生きられる、
安心してくらせるまちづくりにつながります。 
 
　あなたが「気づき」、どうしようとか迷われた
ときは保健センターへご相談ください。 
（内線３６０～３６３） 

心の相談 

生き生きと　安心して　くらせる　まちづくり 

地域包括支援センター発 申し込み・問い合わせは… 
地域包括支援センターへ 
（内線３５７～３５９） 

「やすらぎ支援員」とは 

やすらぎ支援員養成講座 
～地域で認知症高齢者を支えるために～ 

生き生き音楽クラブ 

　楽器を演奏し歌を歌うことで、心身の健康づく
りを行うことを目的に活動しています。 
　楽器や歌は好きだけど、上手でないから・・・
という方も、大歓迎です。仲間が増えることで、
賑やかで楽しいクラブになります。 
　お気軽にご参加ください。 
【日時】毎週金曜日　１４：００～１６：００ 
【場所】保健センター 
【費用】１回５０円 

１５ 

日時 ２月１４日 （火） 

グループホーム 
サルビア 

グループホーム 
 CHIAKIほおずき福崎 

２月１５日 
（水） 

２月２０日 
（月） 

２月２１日 
（火） 

場所 

時間 １０：００～１４：００ 

約５００円（昼食代） 

グループホームサルビア管理者 
高 峰 啓 三 

グループホームCHIAKI 
ほおずき福崎 管理者 
中 谷 祐 也 

参加費 

講師 

大貫５８０ 
　２２－６００１ 

南田原７５７－１ 
　２４－５６００ 

参加者募集！ 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ 

町民のうごき 

平成２３年１１月末現在 

７，１９４世帯 
９，３５９人　 
　５２人　 
７人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６６０人 
１０，３０１人 
　６７人 
１８人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

 ■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
み
な
さ
ん
は
、
地
域
の
高
齢
者
に
お
弁
当
を
配
達
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
、
町
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。 

　
福
崎
町
給
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
そ
の
一
つ
で
、
主
に
７０
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
と
一
人
ぐ
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
月
４
回
、

手
作
り
の
お
弁
当
を
届
け
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、
私
た
ち
も
こ
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
作
っ
た
お
弁
当
を
届
け
に
行
く
と
、
受

け
取
ら
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
。
お
か
げ
さ
ま
で
元

気
で
す
。
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。 

　
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立
で
高
齢
者

の
健
康
管
理
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
の
受
け
渡
し

を
す
る
こ
と
で
安
否
確
認
も
兼
ね
て
い
て
、
高
齢
者
や
一
人
ぐ
ら
し
の

方
々
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。 

　
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
お
弁
当
を
作
る

人
、
配
る
人
、
そ
し
て
受
け
取
る
人
、
こ
の
給
食
サ

ー
ビ
ス
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
心
温
か
い
活
動

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

（
三
輪
麻
衣
子
、
木
村
直
子
、
山
下
真
以
子
） 

１６ 

　
２
０
１
２
年
が
ス
タ
ー
ト
！！ 

　
写
真
は
西
治
地
区
か
ら
撮
影
し
た
朝
日
で

す
。
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。 

　
今
年
も
「
広
報
ふ
く
さ
き
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 


